
 農業の一年 

 農家
のうか

の一年
いちねん

は、正 月
しょうがつ

二日
ふつか

の仕事
しごと

始
はじ

めから縄
なわ

ないなど

の屋内
おくない

で藁
わら

仕事
しごと

をし、三月
さんがつ

頃
ごろ

から春田
はるた

（耕作
こうさく

）の準備
じゅんび

と

して川
かわ

（用水
ようすい

）ざらいや牛馬
ぎゅうば

による水田
すいでん

の荒
あら

おこしが

行
おこな

われました。田
た

植
う

えは五月
ごがつ

中 旬
ちゅうじゅん

におこなわれ、それ

がひと段
だん

落
らく

すると赤飯
せきはん

を炊
た

いて骨
ほね

休
やす

みをしました。 

 夏は農業も忙しくなりますが、虫
むし

送
おく

りはその七月
しちがつ

中
ちゅう

旬
じゅん

ごろに 行
おこな

われました。虫
むし

送
おく

りの一日
いちにち

は、農作業
のうさぎょう

を

休み、お酒
さけ

を飲
の

んだり相撲
すもう

をしたりと、農 業
のうぎょう

の合間
あいま

の楽
たの

しみとして人々
ひとびと

に親
した

しまれました。 

 秋
あき

は稲
いね

の刈
か

り入
い

れをしてから二日間
ふつかかん

の秋
あき

休
やす

みに入
はい

り、

お餅
もち

などを作
つく

って 収
しゅう

穫
かく

を祝
いわ

いました。 

虫
送
り
は
農
業
の

行
事
だ
よ
ね 

そ
う
だ
ね
。
戦
前
ま
で
の

野
々
市
市
域
は
古
く
か

ら
農
業
地
帯
と
し
て
発

達
し
て
き
た
ん
だ
よ 
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農業のこよみ
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